
№766

2015

9
編集・発行　  社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

タイムズタイムズ

▶今月の表紙

愛別離苦（あいべつりく）
　「宗派は問わず、悩みや苦しみを
お寺に置きにきてもらいたい」と、
境内で相談・居場所づくりに取り
組む薬王寺住職の大埜慈誠さん。
先々代の住職から受け継いだ人々
に向き合う姿勢が、心と身体を
使って社会に貢献する営みへとつ
ながっている。【詳しくは12面へ】

 〈撮影・菊地信夫〉

福祉・介護の人材の確保福祉・介護の人材の確保
に向けた新たな取り組みに向けた新たな取り組み

（２～５面）（２～５面）特 集



求
職
・
求
人
者
の
動
向
か
ら

み
る
相
談
支
援
の
状
況

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
平
成
25
年

度
は
求
職
登
録
を
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

併
せ
て
多
く
の
求
人
施
設
・
事
業
者
の
登

録
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
の
中
心
は
就
労
相
談
で
す
。

就
労
は
生
活
を
支
え
る
基
本
で
あ
る
と
と

も
に
、
個
々
の
人
が
や
り
が
い
や
自
己
実

現
に
向
け
た
選
択
を
行
う
重
要
な
も
の
、

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
求
職
者
へ
の
相

談
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
県
の
取
組
状
況
を
、
新
規
求
職
・
求

人
登
録
デ
ー
タ
【
図
１

－

１
】
で
全
国
の

状
況
【
図
１

－

２
】（
中
央
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
集
計
）
と
比
較
す
る
と
、
求
人
登
録

数
の
増
加
の
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

求
職
者
登
録
数
で
は
全
国
の
微
減
に
対

し
、
本
県
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
に
よ
る
求
人
検
索
・

応
募
が
で
き
る
「
福
祉
の
お
仕
事
」
サ
イ

ト
（
中
央
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
）
の

本
県
の
直
近
３
年
間
の
推
移
【
図
２
】
を

見
る
と
、
求
職
者
が
独
自
に
行
う
応
募
者

数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
採
用

者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か

ら
、
個
別
相
談
に
よ
る
就
労
支
援
の
取
り

組
み
が
、
少
し
ず
つ
で
あ
っ
て
も
成
果
が

出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　本県では、団塊の世代が75歳以上となる2025年に約2.5万人の介護人材が不足すると推計されていま
す。また、これからの社会福祉は、地域においての包括的な生活支援や生活困窮者支援など一人ひと
りの福祉ニーズに対応する相談支援の重視など、介護職をはじめ直接対人援助を中心としたサービス
の提供、そのための福祉・介護人材の確保が緊急の課題となっています。
　社会福祉事業等従事者の人材確保については、社会福祉法第93条で福祉人材センターの設置を、94
条でその機能、役割を規定しています。かながわ福祉人材センターでは、福祉・介護の仕事の現状、
やりがいや魅力等を伝えるなどの理解促進と、求職者と求人施設・事業者とのマッチング機能の強化
を重点目標として取り組んでいます。
　今回は、福祉人材センターの求人・求職登録者の状況や、県内の各地域にてセンター機能を展開す
る出張相談など求職者のニーズに合わせた就労支援の取り組みの方向について紹介します。

福祉・介護の人材の確保に
向けた新たな取り組み
～かながわ福祉人材センターからの発信

特 集
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介護支援専門員
初任者研修等
セラピスト

その他

介護福祉士

社会福祉主事
児童指導員

社会福祉士
精神保健福祉士

保育士

無資格・不明

看護職
栄養士
調理師
教員
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※複数回答

男20 ～ 29,8.2%

女20 ～ 29,
13.1%

女30 ～ 39,11.6%

女40 ～ 49,
15.7%

女50 ～ 59,12.9%

男19歳以下,0.1%

女19歳以下,0.1%

男30 ～ 39,9.7%

男50 ～ 59,
6.5%

男60歳以上,3.3%

女60歳以上,5.5%

男40 ～ 49,
13.3%

SPECIAL EDITION

平
成
26
年
度
の
新
規
求
職
者
の
状
況

　

平
成
26
年
度
新
規
求
職
者
の
状
況
【
図

３
】
で
は
、
女
性
が
全
体
の
58
・
９
％
で

ほ
ぼ
６
割
を
占
め
て
お
り
、
年
齢
別
で
は

男
女
と
も
40
歳
代
が
最
も
多
く
、
全
体
の

３
割
近
く
と
な
り
ま
す
。
次
い
で
多
い
の

が
女
性
は
20
歳
代
、
男
性
は
30
歳
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
求
職
者
の
有
資
格
状
況
【
図
４
】

は
、
全
新
規
求
職
者
の
う
ち
介
護
初
任

者
・
実
務
者
研
修
修
了
者
が
37
・
８
％
、

介
護
福
祉
士
が
12
・
３
％
の
割
合
で
保
有

し
て
お
り
、
介
護
に
関
す
る
有
資
格
者
の

登
録
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
保
育
士
も

約
22
％
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
・
保
育
士
の
よ
う
に
有
資

格
で
40
歳
以
上
の
登
録
者
は
女
性
が
多

く
、
家
庭
状
況
等
に
よ
り
再
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
の
就
労
の
支
援
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
平
成
26
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
保
育
士
・
保
育
所
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
再
就
職
支
援
も
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、「
無
資
格
・
不
明
」
も
20
％
強

と
な
り
、
資
格
が
無
い
も
の
の
福
祉
・
介

護
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。

　

今
後
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を

生
か
し
た
就
職
の
ほ
か
、
就
労
し
て
か
ら

の
職
員
育
成
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

中
高
年
齢
層
の
福
祉
等
の

仕
事
へ
の
参
入

　

中
高
年
層
の
人
材
の
活
用
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
福

祉
・
介
護
の
人
材
需
要
調
査
（
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
実
施
）
の
結
果
で
は
、
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
９
月
30
日
ま

で
の
間
で
、
30
歳
以
上
の
方
を
採
用
し
た

件
数
を
聞
い
て
い
ま
す
。【
図
５
・
６
】

　

各
年
齢
層
の
採
用
状
況
は
、
正
規
職
員

で
①
「
30
〜
39
歳
」
２
６
５
件
（
37
・

３
％
）、
②
「
40
〜
49
歳
」
２
４
０
件（
33
・

８
％
）、
③
「
50
歳
以
上
」
１
８
９
件（
26
・

６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
分
野
ご
と
に

見
る
と
、「
50
歳
以
上
」
を
採
用
し
た
の

は
、
高
齢
関
係
が
１
１
４
件（
33
・
０
％
）、

児
童
関
係
が
７
件
（
36
・
８
％
）
で
す
が
、

障
害
関
係
、
保
育
関
係
は
と
も
に
20
％
未

満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

採
用
者
の
男
女
比
で
は
、
分
野
ご
と
に

差
が
あ
り
、
障
害
関
係
以
外
は
40
歳
以
上

の
採
用
者
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
障
害
関
係
は
「
30
〜
39
歳
」

「
50
歳
以
上
」
で
男
性
が
多
い
結
果
で
し

た
。
非
正
規
職
員
で
は
、
各
分
野
と
も
年

齢
層
ご
と
の
採
用
状
況
に
差
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
正
規
職
員
と
比
較
し
、
30
歳
以

上
の
人
を
採
用
し
た
件
数
は
高
齢
関
係
を

中
心
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
関
係

で
は
「
50
歳
以
上
」
の
採
用
が
57
・
７
％

に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
人
材
の〝
す
そ
野
〞を
広
げ

る
取
り
組
み
と
し
て
、
就
労
し
て
い
な
い

女
性
や
中
高
年
齢
層
な
ど
の
参
入
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
も
一
定
の
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
る
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
は
初
め
て
と

い
う
方
の
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
状

況
に
沿
っ
た
丁
寧
な
相
談
支
援
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

図3

図4

平成26年度 神奈川県 新規求職者 性別、年代別割合
〈計2,992人、男性1.231（人41.1％）、女性1,761人（58.9％）〉

（川崎市福祉人材バンク含む）

（川崎市福祉人材バンク含む）
平成26年度 神奈川県 新規求職者 有資格者割合

保育関係

児童関係

障害関係

高齢関係

0 100 200 300 400 500

30～39歳 40～49歳 50歳以上 （人

図530歳以上の雇用状況（正規職員）

保育関係

児童関係

障害関係

高齢関係

0 100 200 300 400 500 600

30～39歳 40～49歳 50歳以上

図630歳以上の雇用状況（非正規職員）

※図３・図４「福祉人材情報システム」より抽出
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SPECIAL EDITION

個
別
支
援
活
動
の
大
切
さ

― 

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
活
動
か
ら

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
求
人
・
求
職
者

の
個
別
支
援
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
は
、
現
在
５
名

で
、
窓
口
で
の
求
職
者
の
就
労
相
談
へ
の

個
別
対
応
や
、
県
内
11
カ
所
で
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
け
る
福
祉
専
門
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
、
求
職
者
の
相
談
等
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
就
労
支
援
と

同
時
に
、
事
業
所
を
訪
問
し
て
各
事
業
所

の
求
人
状
況
や
人
材
育
成
の
取
り
組
み
な

ど
の
情
報
収
集
も
重
要
な
役
割
で
す
。
そ

の
他
、
福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
の
紹
介
を

す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
講

師
等
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
単
発
で
展
開

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

等
を
通
し
て
把
握
し
た
求
職
者
の
状
況
や

希
望
の
働
き
方
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
に
合
う
求
人
を
探
し
て
紹
介
す
る

と
い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
点

で
求
人
情
報
と
し
て
出
て
い
な
く
て
も
、

訪
問
し
た
施
設
・
事
業
所
の
中
で
求
職
者

の
雇
用
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う

な
と
こ
ろ
に
は
連
絡
を
と
り
、
求
人
担
当

者
等
に
求
職
者
の
情
報
を
伝
え
な
が
ら

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

事
例
１

　

20
歳
代
・
専
門
学
校
卒
・
男
性
。
販
売

の
仕
事
を
し
て
い
る
快
活
な
青
年
で
、
今

後
も
伸
び
て
い
く
介
護
の
仕
事
に
注
目
、

転
職
希
望
で
の
相
談
で
し
た
。
そ
こ
で
ま

ず
、
介
護
を
狭
く
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

医
療
と
の
関
係
性
な
ど
、
介
護
を
と
り
ま

く
全
体
像
を
学
ん
で
い
く
こ
と
も
大
事
で

あ
る
こ
と
等
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

相
談
者
は
在
勤
し
な
が
ら
の
転
職
活
動

で
、
情
報
収
集
の
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
資
格
取
得
の
支
援
や
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
事
業
所
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
求
人
票
の
記

載
だ
け
で
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
事
業
所
訪
問
で

得
た
情
報
を
も
と
に
、
研
修
体
制
が
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
資
格
取
得
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
の
求
人
を
案
内
し
、

ま
ず
見
学
に
行
っ
て
様
子
を
見
る
よ
う
勧

め
ま
し
た
。
数
日
後
、
本
人
か
ら
「
見
学

に
行
き
、
雰
囲
気
も
確
か
め
た
。
こ
こ
し

か
な
い
」
と
連
絡
が
入
り
、
採
用
が
決
ま

り
ま
し
た
。

事
例
２

　

50
歳
代
・
高
卒
・
女
性
。
有
料
老
人
ホ
ー

ム
で
の
清
掃
員
の
パ
ー
ト
勤
務
を
き
っ
か

け
に
、
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
実

務
者
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

そ
の
後
、
個
別
相
談
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

自
分
に
向
い
て
い
る
施
設
を
じ
っ
く
り
探

し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
特
養
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

見
学
を
調
整
し
、
そ
の
都
度
、
報
告
を
受

け
な
が
ら
、
最
終
的
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
絞
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
宅
か
ら
通

え
る
範
囲
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
求
人
情

報
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
周
辺
の

複
数
の
事
業
所
に
照
会
を
し
、
条
件
に
合

う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
求
人
を
見
つ
け
て
、

求
人
・
求
職
両
方
の
希
望
に
沿
っ
た
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

求
人
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で

簡
単
に
入
手
で
き
る
今
の
時
代
に
あ
っ

て
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
求
職
者
と
求

人
施
設
・
事
業
所
の
間
を
と
り
も
つ
理
由

は
、
こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門

員
と
い
う
「
人
」
が
間
に
入
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
手
に
入
れ
ら
れ
な

い
情
報
を
、
丁
寧
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い

る
か
ら
と
言
え
ま
す
。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
機
能
を

広
く
活
か
す
た
め
に

― 

出
張
相
談
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た
出
張
相
談

会
は
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
機
能

を
各
地
域
で
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

内
容
と
し
て
は
、気
軽
に
福
祉
の
仕
事
に

つ
い
て
の
話
を
聞
け
る
「
福
祉
の
し
ご
と

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
個
別
相
談
（
一
人
30
分

×
10
枠
）と
い
う
２
部
構
成
で
す
。

　

個
別
相
談
は
事
前
予
約
制
と
し
て
い
ま

す
が
、「
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
も
聞
い
て

み
た
い
」
と
当
日
飛
び
込
み
で
参
加
し
た

人
が
、「
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
話
を
聞
き

た
い
」
と
個
別
相
談
に
つ
な
が
っ
て
い
く

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
層
の
多
く
は
他
業
種
で
の
就
労

経
験
が
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
退
職
し

て
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
や
働
き
方
を
探

し
て
い
る
方
々
が
多
く
、
出
張
相
談
の
チ

ラ
シ
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
見
て
参
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
等
が
一
段

落
し
て
再
就
職
を
目
指
す
女
性
も
多
く
、

家
庭
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
あ
る

い
は
、
福
祉
の
仕
事
の
特
徴
と
し
て
シ
フ

ト
制
の
勤
務
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
通

勤
の
し
や
す
さ
、
つ
ま
り
〝
職
住
近
接
〞

を
就
職
先
選
び
の
条
件
と
し
て
い
る
人
も

多
く
い
ま
す
。

毎朝のミーティングは個別ケースの状況や訪問した事
業所等の情報を共有し、支援策を話し合う貴重な場。
過去２年間の紹介ケースのうち４分の３以上の人が福
祉の職場で継続して働いています
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SPECIAL EDITION

福祉・介護人材の“すそ野”を
広げる取り組み ～少し先の未来を見ながら

ガイダンス等で現場の職員が話してくれた
内容をもとに、福祉の仕事の魅力を伝えて
います。具体的な仕事内容や、就職までの
進路や資格のことなども紹介しています

　

求
職
中
の
人
に
と
っ
て
の
出
張
相
談
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
の
あ
る
横
浜
駅
の
近
く
ま
で
出
向
か
な

く
て
も
、
身
近
な
場
所
で
、
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
と
同
じ
よ
う
に
、
個
別
相

談
や
求
職
登
録
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、〝
職
住
近
接
〞
と
い
う
福
祉
の
求

人
・
求
職
の
傾
向
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
と
い
う
場
に
い
き
な
り
行

く
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
人
に
と
っ

て
、
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
気
軽
に
参
加

で
き
る
場
は
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し

や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

出
張
相
談
は
、
身
近
な
地
域
で
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
え
る
、

よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
張
相
談

で
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
を
初
め
て
知
り
、

そ
の
後
の
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
の
来
所
相

談
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
相
談
会
へ
の

参
加
等
に
つ
な
が
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

こ
う
し
て
何
度
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
き

た
求
職
者
か
ら
、「
採
用
が
決
ま
り
ま
し

た
」
と
報
告
が
あ
っ
た
時
は
、
支
援
に
あ

た
っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に

と
っ
て
も
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。

　

地
域
出
張
相
談
は
、
今
年
度
の
後
半
に

も
約
５
カ
所
、
10
回
程
度
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
出
張
相
談
に
合
わ
せ
、

近
隣
の
施
設
・
事
業
所
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
現
場
の
職
員
の
話
な
ど
を
直
接
聞
く

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
地
域
で
、
求
職
者
と
求
人
施
設
・

事
業
所
と
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　

少
子
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
行
す
る
中

で
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
担
い
手
の
確
保

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し

続
け
る
上
で
、
不
可
欠
な
要
素
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
福

祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
一
歩
、
足
を

踏
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
実
際
の
仕
事
の
内
容
を
多
く
の
人
が

「
知
ら
な
い
」
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
「
し
か
け
」
を

用
意
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
、
一
人
ひ

と
り
へ
の
個
別
支
援
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
確
保
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　「親が祖父母の介護をしていて」「ボラ
ンティア体験で施設に行って」…福祉の
仕事に関心をもつきっかけは人それぞれ
ですが、子どもの頃の出会いがきっかけ
になっている例は少なくありません。
　福祉人材センターでは、子どもたちの
少し先を見据えた出会いの場をつくって
いくことも、人材の“すそ野”を広げる
上で大切なことと考えています。
　学校の先生、保護者、その他子どもたち
の将来を一緒に考え指導する立場の方々
も含めて、福祉・介護の仕事の魅力を伝
える取り組みを、この秋から県内各地域
の行政や社協、各団体等と連携しながら
進めていきます。

大和市社協が実施した、夏休みの中高生向けの「保育入門講座」「福祉体験チャレンジ学習」の修了
式に参加。子どもたちの体験に加えて、福祉の仕事という切り口で、その幅広さを伝えました。「来
年はもっと多くの体験をしたい」と子どもたちからも意欲的な声があがっていました

5
第766号　福祉タイムズ　2015.9.15



「
第
69
回
共
同
募
金
運
動
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

本
年
も
10
月
１
日
か
ら
、
全
国
一
斉

に
「
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
運
動
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
22
年
に
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
の

経
営
支
援
を
第
一
の
目
的
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
祉
制
度
の
整

備
や
経
済
の
目
覚
ま
し
い
発
展
な
ど
に

よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
共
同
募
金
は
、
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
、
そ
の
時
々
に
必

要
と
さ
れ
る
事
業
に
重
点
を
置
い
て
配

分
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
域
で
は
住
民
相
互
に
よ
る

〝
た
す
け
あ
い
〞
や
〝
支
え
あ
い
〞
が
あ

ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
福
）

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
（
以
下
、
県
共

募
）で
は
、
地
域
を
構
成
す
る
自
治
会
・

町
内
会
を
は
じ
め
、
企
業
や
学
校
、
地

域
密
着
型
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
等

と
の
協
働
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
、
支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
へ
の
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会

経
済
団
体
協
力
会
」
の
設
立

　

共
同
募
金
運
動
は
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
８
年
度
を
ピ
ー
ク
に
募
金
額
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
福
祉
施

設
・
団
体
か
ら
配
分
要
請
は
年
々
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
県
共
募
で
は

企
業
市
民
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
む
企
業
・
法
人
の
皆
さ
ま
と
の
協

働
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
、
県
内
の
経
済
団
体

５
団
体
の
協
賛
に
よ
り
、「
神
奈
川
県
共

同
募
金
会
経
済
団
体
協
力
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連

合
会
、
神
奈
川
県
商
工
会
連
合
会
、
神

奈
川
県
経
営
者
協
会
、
神
奈
川
経
済
同

友
会
、
神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
各
団
体
で
す
。

　

設
立
か
ら
３
年
を
迎
え
、
県
共
募
で

は
同
協
力
会
と
の
協
働
を
さ
ら
に
図

り
、
企
業
・
法
人
の
皆
さ
ま
に
、
共
同

募
金
運
動
を
通
じ
た
地
域
福
祉
活
動
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
の
協
働

　

県
共
募
で
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
、

地
域
密
着
型
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
横
浜
Ｆ
・
マ

リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
、
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
や
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原
が

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
赤
い
羽
根

募
金
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム

の
公
式
戦
会
場
で
は
、
赤
い
羽
根
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
グ
ッ
ズ
（
ピ
ン

バ
ッ
ジ
等
）
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
募

金
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
横
浜
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
も
、
選
手

画
像
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
広
報
事
業
の
協
働
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

募
金
へ
の
ご
協
力
や
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ご
参
加
な
ど
、
平
成

27
年
度
の
共
同
募
金
に
、
引
き
続
き
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

（
()福
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
）

◆ （福）神奈川県共同募金会
☎045－312－6339　FAX 045－313－2529

（上）昭和22年度に初め
て製作されたポスター

（右）コラボグッズのデザインが決定！
（左）川崎フロンターレの「ふろん太」君など、本年もたく
さんのマスコットキャラクターがイベントに登場します

（下）本年度ポスター（下）本年度ポスタ

★イベントの予定は県共募ホームページ
　 （http://www.akaihane-kanagawa.or.jp/）
にて、随時ご案内します
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京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

2015年7月29日～8月27日

●社会福祉法改正案　衆院通過
　７月31日、社会福祉法人改革を柱とした社
会福祉法改正案が、衆議院本会議で可決。20
16年度の決算でいわゆる余裕財産のある社会
福祉法人には、地域貢献などを盛り込んだ社
会福祉充実計画の策定と実施を17年度から義
務付ける。一方、経営組織の強化に関して小
規模法人の負担増を踏まえ、必要な支援をす
るなど、10項目の付帯決議が付いた。

●県　ひとり親世帯の生活状態把握のため
の調査実施へ
　子どもの貧困率は、ひとり親世帯では50％
超に達し、中でも母子世帯の生活が厳しい状
況にあるとされるが、公的支援は届きにく
く、生活の実態が見えにくい現状にある。県
では、８月３日から母子世帯の生活実態を把
握するため、児童扶養手当の全受給者（約６
万人）を対象にアンケートを実施している
（８月末回答期限）。

●文科省　フリースクール等への通学者初
調査
　８月５日、フリースクールなど民間教育団
体・施設に通っている義務教育段階の子ども
について、文科省の初の実態調査で、4,196人
いることが分かった（文科省が把握した474
団体・施設が対象、３月末時点）。その内、
2,341人（56％）が本来在籍する学校で出席扱
いとなっていた。授業料にあたる会費は月平
均約３万３千円。今回の結果を踏まえ、文科
省はフリースクールの教育制度上の位置付け
や経済的支援などを検討する。

●厚労省　終末期医療の相談体制整備
　厚労省は８月23日、治療によって回復の見
込みがない状況となった時、本人の意思や尊
厳が守られ、本人や家族が納得のいく選択を
するための終末期医療の相談支援事業の体制
整備を、来年度から全国200カ所程度（全都道
府県）の医療機関で実施する方針を決めた。
相談員には、専門研修を受けた医師・看護
師・医療ソーシャルワーカー等を想定している。

高齢者や身体の不自由な方の為の
【緊急通報サービス】を当社では格
安で提供しております。
関心のある方や希望される方はお
気軽にお問い合わせ下さい。

◆ マイナンバー
コールセンター

☎0570－20－0178
（全国共通ダイヤル）
◆ 県情報企画課
☎045－210－3306

事
業
者
の
皆
様
へ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有
す

る
方（
住
民
票
が
あ
る
外
国
人
を
含
む
）

に
割
振
ら
れ
る
12
桁
の
固
有
の
番
号
で

す
。
10
月
以
降
市
町
村
か
ら
通
知
カ
ー

ド
が
届
き
、
28
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者

の
方
も
平
成
28
年
１
月
以
降
、
社
会
保

障
や
税
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
り
扱
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
源
泉
徴
収
票
等
に
従

業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
、
税

務
署
等
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
業
員
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
取
得
の
際
に
、
利
用
目
的
を

明
示
し
、
正
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
あ

る
か
の
確
認
（
番
号
確
認
）
と
従
業
員

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い
持
ち
主
で

あ
る
こ
と
の
確
認
（
身
元
確
認
）
が
必

要
で
す
。
取
得
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

パ
ソ
コ
ン
等
に
保
管
す
る
場
合
は
、
担

当
者
以
外
は
使
わ
せ
な
い
、
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
の
管
理
に
留
意
す
る
、
紙
媒

マイナンバー広報ロゴ
マーク「マイナちゃん」

体
を
保
管
す
る
場
合
は
、
鍵
付
の
引
出

し
な
ど
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
、事
業
者
の
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
漏
洩
や
滅
失
の
防
止
の
た
め
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
ま
で
時

間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
者
の
方
は
、

対
応
担
当
者
と
役
割
を
決
め
る
こ
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
業
務
を
洗
い
出
し
、
対
応
作
業

を
行
う
こ
と
、
従
業
員
へ
の
周
知
や
研

修
を
行
う
こ
と
な
ど
、
組
織
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

（
県
情
報
企
画
課
）
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　神奈川県自閉症児・者親の会連合会の中で、知的障
がいを伴わない自閉症の人のための事業＝高機能事
業、を「AS-pace（アスペース）」といいます。
　この事業を通じて、家族が社会の中で孤立し苦悩す
ることがないようお互いに支え合うことを大事にしな
がら、保育・教育や就労の場で関わる方々、地域社会
に向けた障害特性の普及啓発を進めることを目指して
います。

❖  ネーミングに込めた想い、その人の
ペース、その人の居場所を目指して

　神奈川県自閉症児・者親の会連合会が神奈川県全県
を対象にしていた当時は、高機能事業名は「高機能プ
ロジェクト」でした。その後、神奈川県自閉症児・者
親の会連合会が、川崎市・横浜市・県域（川崎市、横
浜市を除いた神奈川県内）の三つの親の会に分かれ、
高機能事業もそれぞれの会で行うことになりました。
　川崎市自閉症児・者親の会は「トライアングル・Ｋ」
と名付けました。自閉症の三つの障がい特徴からトラ
イアングルとしています。そして「Ｋ」はKawasakiの
頭文字だそうです。
　横浜市自閉症児・者親の会は「高機能自閉症・アス
ペルガー症候群の会」といい、説明はいらない分かり
やすいネーミングです。「高・アス会」と略して呼んで
います。
　神奈川県自閉症児・者親の会連合会の名前はそのま
ま県域で引き継ぎました。そして高機能事業の名前を
考えたとき、ある役員から「アスペースというのはど
う？」と提案されたのです。アスペルガー症候群Asp
erger Syndromeから“ＡＳ”。そして、その人それ
ぞれのペースでという意味の英単語pace、「居場所」
的な意味で空間を意味する英単語spaceの両方の意

　自閉症スペクトラムの中でも顕著な知的障がいを
伴わない自閉症の方々の現状を把握し、必要な支援
は何かを考えていくことが必要です。
　神奈川県自閉症児・者親の会連合会では、平成19
年度に、高機能自閉症やアスペルガー症候群の子ど
もを持つ親同士が共感を通して支え合うことを目的
に、標記のグループを立ち上げました。そこで今回
はグループの成りたちや活動について紹介します。

高機能自閉症・アスペルガー症候群
グループ「AS-pace」（アスペース）

◎ このコーナーでは、子育てや障害当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

味をこめてpace。それらをつなげて「AS-pace（ア
スペース）」ということでした。役員会でも趣旨に合
致するもので即決定です。このような名付けの経緯が
あり、今では自慢のネーミングとなっています。

❖  子どもの成長を見据えた勉強会
　活動内容は、年度で若干違いますが、平成27年度は
高機能の人のための福祉勉強会をシリーズ３回に分け
て開催。８月27日に「大学における支援について」、９
月５日に「成人期からの生活と就労」をテーマに学び
合いを進めました。
　勉強会は一般の方も対象に
していますので、支援者の方
や療育中の方のご参加も大歓
迎です。AS-pace勉強会情
報はホームページ（上記URL
参照）をご覧ください。

◆主な活動内容
①交流会：親御さんを中心に情報交換や意見交換を
しています。会員外の方でも参加可能です。
②講演会：障害の理解啓発のための講演会。
③勉強会
④メーリングリスト運営：登録メンバーによる情報
交換。
◆登録方法
・神奈川県自閉症児・者親の会連合会の事業のた
め、各地区親の会会員は任意で登録可能（無料）
・会員でない方は地区親の会への入会をお願いします。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

　1968年４月設立。県内11地区（横浜市・川崎市を除く）
の自閉症児・者親の会による連合会です。行政施策の研
究・提言、当事者・家族のためのミーティング運営、療育
者等に向けた勉強・セミナー運営等、自閉症児・者と家族
の支援や、自閉症スペクトラムの理解を進めるための活動
を各市町村及び県に向けて展開しています。

今月は
⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

がお伝えします!

〈連絡先〉 Mail info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
 URL http://kas-yamabiko.jpn.org

「大学における支援について」
は、富山大学学生支援センタ
ーの職員を講師に招いた
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　障害者、特に知的障害者の高齢化・超高齢化問題が深
刻化しています。平成27年４月現在、厚木精華園の平均
年齢は68歳、グループホーム（以下、ＧＨ）の平均年齢
は70歳です。特にＧＨの男女別の平均年齢が男性62歳、
女性75歳であることは特徴的です。当たり前のことです
が知的障害者も年を重ね、やがて死を迎えます。
　ところが65歳を過ぎても施設入所者や介護認定調査結
果により介護保険適用にならない知的障害者は生活介護
や就労Ｂ等の日中活動サービス・障害福祉サービスを継
続利用する制度設計となっています。本人も周囲も老後
へのギアチェンジが難しい環境にあります。このことは
誰にでも公平に訪れる死に向かい合うこと・看取りの準
備についても同様と言えます。厚木精華園が経営する11
カ所のＧＨでは障害福祉サービスを軸に介護用品のレン
タルや入浴介助、デイサービス、ショートステイ等の介
護保険を併用して地域生活を支えています。往診や訪問
看護の医療制度を活用して末期がんの入居者を看取った
実践もありますが、終末期支援や医療的なケアが必要な
方、認知症を発症された方を地域で支えることは現行の

制度の中では厳しい現実があります。当事者本人の高齢
化は血縁の希薄化を招き、人工透析や延命処置等の命を
やり取りするような意思決定が必要となった場合に判断
する主体が不在となる場合も多く、単身者の身上監護・
財産管理等の権利擁護は大きな課題となっています。
　人生の最期のその時まで、人権侵害がないよう寄り添
うための権利擁護の担い手・後見人等の社会化が必要で
あることを示していると思います。障害施策として施設
からの地域生活移行を積極的に推進してきたからこそ、
地域生活を支えることにこだわります。そこで、厚木市
内の複数の社会福祉法人の協働による公益事業としての
法人後見組織設置準備に着手しました。知的障害者が地
域で暮らすためには権利擁護の社会化と終末期支援・看
取りの仕組みが不可欠です。健やかな老い、安心した老
後の実現のためには障害福祉サービスと介護保険、医療
のマネジメントの担い手の育成、地域包括ケアシステム
の具現化や終末期支援・看取りのための新しい仕組みが
必要です。厚木市を起点とした地域の複数の社会福祉法
人の協働による新しい波動を目指します。

知的障害者の老後を支える

　厚木精華園は、高齢知的障害者及び医療
的ケアを必要とする中高齢の知的障害者が、
心豊かに充実した生活を施設内外で過ごす
ことを目的に、平成６年に開設されました。
現在は11カ所のグループホームと相談支援
事業所等を展開し地域生活も支えています。
〈連絡先〉〒243－0201　厚木市上荻野4835－１
☎046－291－0780　 URL http://www.kyoudoukai.jp

（福）かながわ共同会　厚木精華園
地域支援部長　今井幸世
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公
私
協
働
に
よ
る
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て

〜
「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
ま
し
た

▼
課
題
把
握
調
査
か
ら
導
か
れ
た
全
体

テ
ー
マ「
社
会
的
つ
な
が
り
の
再
構
築
」

　

政
策
提
言
委
員
会
で
は
、
本
会
会
員
等

か
ら
把
握
し
た
課
題
を
も
と
に
議
論
を
進

め
る
中
で
、
社
会
的
孤
立
や
社
会
的
排
除

を
背
景
と
し
た
福
祉
・
生
活
課
題
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
を
支
え
る
切
れ
目
の
な
い
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
喫
緊

の
課
題
と
し
て
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
分
野
・
種
別
を
超
え
る
全
体

テ
ー
マ
に
「
社
会
的
つ
な
が
り
の
再
構
築
」

を
据
え
ま
し
た
。
社
会
的
つ
な
が
り
の
喪

失
の
影
響
は
、
生
活
基
盤
が
弱
い
層
の

人
々
に
表
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
喪

失
の
場
面
を
「
子
ど
も
の
貧
困
」「
地
域
生

活
へ
の
移
行
・
定
着
」「
誰
も
が
迎
え
る
高

齢
期
」
に
置
き
、
対
応
す
る
課
題
と
し
て

①
貧
困
の
連
鎖
を
予
防
す
る
仕
組
み
づ
く

り
、
②
地
域
生
活
へ
の
移
行
・
定
着
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
、③
高
齢
者
・

障
害
者
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕
組
み
づ

く
り
と
、
取
り
組
み
の
推
進
に
欠
か
せ
な

い
④
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
と
し
て
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

▼
地
域
で
の
連
携
・
協
働
体
制
を
目
指
し
て

　

虐
待
や
貧
困
な
ど
複
数
の
課
題
が
絡
み

合
う
家
庭
等
で
は
、
他
者
と
の
関
係
を
結

び
に
く
い
背
景
を
抱
え
、
生
活
環
境
が
深

刻
に
な
っ
て
も
、
自
ら
声
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住
ま
い
や

就
労
、
介
護
、
教
育
・
子
育
て
等
に
関
す

る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
展
開

さ
れ
る
と
と
も
に
、ゴ
ミ
出
し
や
買
い
物
・

外
出
支
援
等
の
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
住
民
相
互
の
支
え

合
い
・
助
け
合
い
が
、
暮
ら
し
の
場
で
重

な
り
合
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
提
言
を
ま
と
め
る
中
で
、
地
域

に
お
け
る
住
民
主
体
の
活
動
を
支
え
る
こ

と
の
必
要
性
も
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
年
齢
を
重
ね
て
も
障

害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
、
社
会
的
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
が

い
や
社
会
的
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
関
係
者
が
連

携
・
協
働
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
共
有
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

▼
政
策
提
言
委
員
会
の
活
動

　

貧
困
の
連
鎖
や
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
人
々
の
孤
立
の
深
刻
化
な

ど
、
既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い

新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
行
政

や
社
会
福
祉
関
係
者
、住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
が
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
、分
野
を
横
断
し
て
連
携
・

協
働
す
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
会
政
策
提
言
委
員
会
で
は
、
本
会
会

員
等
福
祉
現
場
か
ら
提
起
さ
れ
た
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
社

会
福
祉
関
係
者
が
課
題
を
共
有
し
、
広
く

社
会
へ
発
信
・
提
案
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
政
策
提
言
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
本
提
言
で
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
な
ど
も
見
据

え
な
が
ら
、
様
々
な
主
体
と
と
も
に
取
り

組
み
を
進
め
る
共
通
性
の
高
い
４
つ
の
課

題
を
【
第
Ⅰ
部
】
と
し
て
整
理
し
、
本
会

会
員
で
あ
る
部
会
・
協
議
会
・
連
絡
会
等

か
ら
提
起
さ
れ
た
57
の
全
提
言
項
目
を
５

分
野
の
制
度
・
施
策
ご
と
に
【
第
Ⅱ
部
】

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。【
下
表
】

平成27年度社会福祉制度・施策に関する提言
【第Ⅰ部】社会的つながりの再構築
①貧困の連鎖を予防する仕組みづくり
②地域生活への移行・定着に向けたサポート体制づくり
③高齢者・障害者等の地域包括ケアの仕組みづくり
④サービス提供基盤としての担い手の確保・育成

【第Ⅱ部】部会・協議会・連絡会等からの提言
①生活困窮・生活保護に関する提言
②高齢福祉に関する提言
③障害福祉に関する提言
④子ども・若者・家族福祉に関する提言
⑤権利擁護に関する提言
※ 提言集は本会ホームペー
ジよりダウンロード可。

本会次期活動推進計画骨子（案）
へのご意見を募集します

　本会では、現行活動推進計画の計画期間が今年度で満了
を迎えるにあたり、これまでの取組成果を生かしながら、
社会情勢や時代のニーズに対応し、地域福祉の着実な推進
を図るため、平成28年度を初年度とする新たな活動推進計
画の策定を進めています。
　今後の計画策定の参考とさせていただくため、９月下旬
から計画骨子（案）へのご意見を募集いたします。詳細に
ついては、本会ホームページ（http://www.knsyk.jp/）
に掲載いたしますので、ご確認ください。

神奈川県社協 政策提言 検索 
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本会主催
福祉人材センター事業のご案内
1福祉のしごとフェア
福祉の職場就職支援ガイダンス
◇日時＝平成27年10月17日（土）午前
10時～午前11時30分　
◇場所＝神奈川産業振興センター
　（神奈川中小企業センタービル
内・横浜市中区）
福祉施設等就職相談会
◇日時＝平成27年10月17日（土）午後
１時～午後４時
◇場所＝横浜文化体育館（横浜市中区）
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
◇参加費＝無料
◇申込方法＝事前申込・履歴書不要
★問合先＝かながわ福祉人材センター
☎045－312－4816　FAX045－313－4590
Mail jinzai@knsyk.jp
URL http://www.knsyk.jp/jinzai/
※詳細はＨＰ等にてご案内します

2保育のしごと就職支援セミナー＆
就職相談会
◇日時＝①平成27年10月21日（水）、
　②平成27年11月21日（土）
セミナー  午前10時～午前11時40分
就職相談会  午後１時～午後３時30分
◇場所＝①川崎市産業振興会館、②
ウィリング横浜
◇対象＝保育士資格をもち現在未就
労の方、保育士資格取得見込み者
（学生含む）、保育士・保育所の仕
事に関心のある方
◇参加費＝無料
◇申込方法＝電話、FAX、メールにて
◇問合先＝かながわ保育士・保育所
支援センター
☎045－320－0505　FAX045－313－4590

Mail hoiku_jinzai@knsyk.jp
URL http://www.kanagawahoiku.jp/
※詳細はＨＰ等にてご案内します

県主催
黒岩知事との“対話の広場”のご案内
◇テーマ＝新たな高齢者介護を考える
◇日時＝平成27年10月13日（火）
　午後６時30分～午後８時
◇場所＝藤沢合同庁舎
◇問合先＝神奈川県湘南地域県政総
合センター企画調整課
☎0463－22－9186　FAX0463－23－0599

◇テーマ＝外国人も暮らしやすい地
域づくり
◇日時＝平成27年11月12日（木）
　午後６時30分～午後８時
◇場所＝ソリッドスクエアホール
◇問合先＝神奈川県川崎県民センター
☎044－549－7000　FAX044－549－7222
★申込方法＝電話、ファクス、はが
き、ホームページにて

URL http://www.pref.kanagawa.jp/
cnt/f300633/p368486.html
※託児サービスあり（要事前申込）
※手話通訳、パソコン文字通訳あり

第12回ゴールドコンサートのご案内
　応募者の中から選抜された障がい
のあるミュージシャンがグランプリ
を競う音楽コンテストです。
◇日時＝平成27年10月12日（月・祝）
開演午後４時30分（開場午後３時
30分）
◇場所＝東京国際フォーラム　ホールＣ
◇申込方法＝チケットぴあ、または、
電話、FAX、ホームページの申込
フォームにて
　※手話通訳、パソコン文字通訳あり
◇問合先＝ゴールドコンサート事務局

☎03－5215－1485　FAX03－5215－1735
URL https://gc.npojba.org/

社会福祉会計簿記認定試験のご案内
　経理事務担当者・経営者の会計業
務水準の向上に向けた認定試験です。
◇試験日＝平成27年12月６日（日）
◇会場＝県社会福祉会館４階研修室
◇受験料＝初級6,480円、中級8,640
円、上級（２科目）17,280円
　※上級の単科目受験は10,800円
◇受付期間＝平成27年９月14日（月）
　～10月30日（金）
◇問合先＝（一社）神奈川県福祉研究
会（担当：八木）
☎042－773－9266　FAX042－773－0834

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子
【子ども福祉基金】荒谷昭子
【ともしび基金】よねの湯、名取岐、
ともしびショップさくら運営委員
会、神奈川県ボウリング場協会、松
岡万里子、樋口正典、脇隆志
 （合計348,522円）
【寄附物品】元ともしびそごうOB会
会長鈴木健一、神奈川県定年問題研
究会、神奈川県鎌倉警察署警務係、
武枝孝子
【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（株）スキット
 （いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

ともしび基金へご寄附いただき、神奈川県ボ
ウリング場協会瀧田久徳会長（左前列２番目）
より目録を授与
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全日本青少年育成協会 検索 

福祉相談窓口　フリーダイヤル 0120－275－294
＊神奈川県外からの場合は 045－459－2112です。
相談時間　９：00～17：20（毎週火曜日、その他当社が定める休日を除きます）

神奈川トヨタ自動車株式会社ウェルキャブ室 専門知識を持ったスタッフが最善のご提案をさせていただきます。思いもつかないような用品や改造で、これからの生活を大きく変えることが出来るかもしれません。

お車での移動がもっと便利になれば…という方、
もう車の運転はちょっと…という方、
仕方が無いとあきらめる前にぜひご相談ください。

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2015（平成27）年９月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

　
「
古
来
お
寺
は
、
人
々
の
悩
み
事
や
相

談
事
を
一
手
に
引
き
受
け
、
子
ど
も
た

ち
に
は
寺
子
屋
と
い
う
学
び
の
場
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
は
、

社
会
貢
献
の
場
と
し
て
の
お
寺
の
機
能

が
失
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
一

度
、
皆
さ
ん
の
心
の
拠
り
所
と
な
れ
る

よ
う
、
家
庭
児
童
相
談
室
や
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
の
集
い
等
、
宗
教
・
宗
派
を
問
わ

な
い
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
、
鎌

倉
に
あ
る
大
乗
山
薬
王
寺
住
職
の
大
埜

慈
誠
さ
ん
。

　

平
成
24
年
４
月
に
開
始
し
た
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
集
い
「
り
ん
ど
う
の
会
」
は
、

愛
す
る
人
を
亡
く
し
た
悲
嘆
の
想
い

を
、
共
に
語
り
共
に
過
ご
す
こ
と
で
分

か
ち
合
い
癒
し
合
う
場
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
悲
し
み
や
苦
し
み
に
寄
り
添
う

た
め
に
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
伴
侶
を
亡
く
さ
れ
た
方
、

伴
侶
・
子
ど
も
以
外
を
亡
く
さ
れ
た

方
、
小
学
生
未
満
の
子
ど
も
、
小
学
生

以
上
の
子
ど
も
を
病
気
で
、
ま
た
事
故

で
亡
く
さ
れ
た
方
、
さ
ら
に
自
死
・
犯

罪
被
害
等
の
突
然
の
特
別
の
事
情
に
よ

り
死
別
さ
れ
た
方
、
合
わ
せ
て
30
人
か

ら
40
人
ほ
ど
の
方
が
ほ
ぼ
毎
月
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
お
世

話
役
を
さ
れ
て
い
る
副
住
職
の
大
埜
妙

皓
さ
ん
は
、「
お
茶
を
飲
み
、
お
菓
子
を

頂
き
な
が
ら
、
順
番
に
お
話
を
伺
っ
て

い
き
ま
す
。
話
し
た
い
こ
と
を
話
し
、

他
の
方
の
話
に
耳
を
傾
け
、
心
置
き
な

現
代
の
駆
け
込
み
寺
、
拠
り
所
を
目
指
し
て

大
乗
山　

薬
王
寺
（
鎌
倉
市
）

② りんどうの会やお囃子会、町内会の集
いにも利用される座敷

かながわ
情報ほほっとっと

① 「一人で悩まず、気軽に相談に来てほし
い」と住職の大埜慈誠さん

ず

①

② りんどうの会やお囃子会、町内会の集
いにも利用される座敷

ど

②

③ 大埜さんは（福）立
正福祉会公認相談
員で、家庭児童相
談室を境内に設置
【駆け込み相談室】
ホームページの相談フォームから

③

く
涙
も
流
せ
ま
す
。
同
じ
境
遇
の
人
と

の
出
会
い
の
場
な
の
で
、
私
は
聴
き
手

と
し
て
参
加
し
、
特
に
求
め
ら
れ
な
け

れ
ば
仏
教
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
女
性
の
参
加
者
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
同
性
と
し
て
寄
り
添
い
、

時
に
は
抱
き
し
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」。
周
辺
の
行
政
機
関
か
ら
の
紹
介
で

訪
れ
る
人
も
い
る
と
言
い
ま
す
。
数
名

の
卒
業
生
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
場
を

支
え
と
し
て
通
い
続
け
る
人
も
多
い
そ

う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
は
同
寺
に
延
べ

７
１
０
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
津
波
で
流
さ
れ
汚
れ
て
し
ま
っ
た

約
５
１
０
０
枚
も
の
写
真
洗
浄
を
行
い

ま
し
た
。
他
に
も
地
域
の
居
場
所
と
し

て
、
小
学
生
お
囃
子
会
の
練
習
場
所
や

老
人
会
の
集
い
の
場
と
な
り
、
年
末
に

は
境
内
で
町
内
会
の
餅
つ
き
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
を
一
人
ぼ
っ
ち
に
は
さ
せ
ま

せ
ん
…
」
の
想
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
家

庭
児
童
相
談
室
は
、
平
成
18
年
に
（
Ｎ
）

全
日
本
青
少
年
育
成
協
会
の
設
立
へ
と

発
展
。
現
代
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て
、

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
カ
ル
ト
的
団

体
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、
年
間
約
３
０
０

件
の
相
談
を
受
け
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

（
取
材
・
福
祉
ラ
イ
タ
ー
村
田
裕
子
）

◆大乗山　薬王寺
〒248－0011　鎌倉市扇が谷3‒5‒1
☎0467－22－3749 FAX 0467－22－5309
URL http://www.kamakura-yakuouji.com/
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